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第第１１章章  地地球球温温暖暖化化防防止止にに取取りり組組むむ  
 

第第１１節節  温温室室効効果果ガガススのの排排出出量量削削減減  

 

１１．．現現況況とと課課題題  

図表 1-1-1 世界の年平均気温の推移 

 

 

 

 

 

 
 

気象庁の「気候変動監視レポート 2015」によ

ると、日本の年平均気温は 100 年当たり 1.16℃

上昇しています。 

また、銚子地方気象台の観測データでは、100

年当たり１.0℃上昇しています。 

 

図表 1-1-2 銚子気象台における年平均気温の平

年差の経年変化(1887～2015 年)              

出典：気候変化レポート 2015（東京管区気象台）

 

 

 ＩＰＣＣ第５次評価報告書では、21 世紀末の

世界の平均気温は、現在（西暦 1986年‐2005年

の 20 年間）と比べ、追加的な対策を実施しない

場合で約 3.7℃(2.6～4.8℃)、可能な限りの温暖

化対策を実施した場合でも約 1.0℃(0.3～1.7℃)

上昇すると予測されています。 

 環境省は、ＩＰＣＣ第５次評価報告書の作成に

使用された気候変化の予測シナリオを用いて、日

本への影響等を評価した報告書*を公表しました。 
今後、追加的な温暖化対策を行わない、気温上

昇が最大となるケースでは、今世紀末に下図のよ

うな影響の発生が予測されると報告されていま

す。 
*環境研究総合推進費 S-8 2014 年報告書 地球温暖化「日本へ

の影響」－新たなシナリオに基づく総合的影響予測と適応策－ 

 
図表 1-1-3 気候変動の日本への影響 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全国地球温暖化防止活動推進センターＨＰから(http://www.jccca.org)  

 銚子地方気象台の観測では、真夏日が増加して

いることが報告されています。また、日降水量

50ｍｍ以上の日数が増加しています。 

  

（１）年平均気温の上昇 

　全地球規模で気象データの観測が始まった

1880 年から 2012 年の間に、地球の平均気温は

0.85℃上昇しています（*気候変動に関する政府

間パネル(ＩＰＣＣ)の第５次評価報告書）。 

1892 年と 1897 年（図中の青縦破線）に観測場所を移転しており、
移転前の数値は補正した値。 

（２）気候変動の影響  

（３）千葉県への影響 
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（４）温室効果ガスの排出 

 ＩＰＣＣ第５次評価報告書では、産業革命

以降の地球の年平均気温の上昇は、人為的な

二酸化炭素など*温室効果ガスの排出が主因

であることは疑いがない、と報告されてお

り、地球環境を保全するため、国際社会全体

で、その削減に向けた取組が進められていま

す。

 我が国は、*京都議定書で、20(2008)年か

ら24(2012)年までの間に、温室効果ガスの

排出量を基準年と比べて６％削減すること

を、国際的に約束し、その実現のために国を

挙げて取り組んできました。 その後、東日

本大震災を契機に27年度にエネルギー政策

が 見 直 さ れ た こ と に あ わ せ 、 温 室 効 果
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22 年度

 （1）地球温暖化対策の総合的推進

２．県の施策展開 

ア 千葉県地球温暖化防止計画の推進 

（ア）計画の目標 

（イ）目標達成のための施策の推進 

イ 県民・事業者等の自主的取組の推進 

ウ 国や他自治体と連携した啓発 

ました。

　28(2016)年５月に国が「地球温暖化対策計

画」を策定し、2020年以降の国際的な地球温

暖化対策の枠組みである「パリ協定」も採択

されたことにあわせ、県においても地域から

地球温暖化対策を進めるため「千葉県地球温

暖化対策実行計画」を同年９月に策定しまし

た（第１部参照）。
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